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三 田社 会学 第3号(1998)

奥 井 復 太 郎 の 都 市 論

  研究の出発点とその 「交点」

田 中 重 好

1 は じめ に

 奥井復太郎の都市研究は、現在の都市社会学がカバーする領域 に比べてはるかに広 い分
野に及んでいる。それは、奥井が社会政策論か ら出発 して、都市政策、都市社会学へとた

どりっいた経歴か らもうかがえる。

 本論では、奥井の都市論を理解するために、奥井が どういった都市体験か ら都市研究に
踏み込んでいったのかを整理 し、その体験が彼の都市論にどういった交点 を結んだのかを

明 らか にす る・ 本論 は ・ 『奥 井復太 郎 の 「都市 論」 と 「生活 論」 』 (仮題、慶応大学出版会刊

行予定)の 掲載論文の前編をなすものである。

2 都市研究の出発点

 奥井は、 「東京の研究に関す る限 り、私は自分 自身が非常に恵まれた位置 にあるという
事 を有難 く思っている。というのは私 の一一生が、 この研究 に対 して恵まれた経歴 をとって

い る とい う事 であ る」 (1960、 著 作 集8巻6頁)と 述べ て い る。 ま た、 「独逸 留学 時代 に

うけた中世都市の魅力。帰朝忽々にして紹介された人間生態学の研究。 この二っは大き く

私の進路の転針 に影響 を与えた」 (1962、8巻179頁)と も回顧 して いる。奥井の都市研

究を方向付た ものは3つ の契機であった。第一の契機 は、彼 自身の東京都市生活体験であ

る。第二の契機は、留学中に体験 した ドイツ中世都市である。第三の点は、奥井 の都市論

に多大なる影響を与えたシカ ゴ学派の都市社会学 との出会いである。

 第一の契機である東京生活経験 は、奥井 自身の幼年期か ら青年期までの東京生活体験 と、

都市研究 を志 してか らの東京体験 に分 けられ る。奥井復太郎 は1897年(明 治30年)東 京

の下谷車坂に生まれ、7歳 の時、本郷区千駄木林町に転居、さらに、本郷 区駒込追分町に8

歳の時転居 して いる。小学校は地元 の駒元小学校 、中学か ら慶応普通部に通 う。 この期間

は、明治末か ら大正中頃(明 治30年 ～大正6年)に あたる。 こうした奥井の都市生活体験

は、その都市論の随所に現れる。

 青年期 までに経験 した東京は、地元の町内社会 と、それ とは別世界の繁華街 ・中心街か

ら構成されていた と奥井はいう。

 その頃の町内社会を次のように描いている。 「東京の山の手、本郷 に永年住 んでいた筆
者は、明治末期大正初期 の本郷に於ける商店街 としては、本郷三丁 目と肴町を記憶 してい

る・ ●'此 の当時肴町の・僅か一町ばか りの町並が ショッピング ・セ ンタアであって、夕
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方か らは雑踏を極めた。それでよく晩食後出かけたものだが何が面白か ったか、 と今きか

れても一寸返事の仕方がない、別段 に面白いものはなかったらしい。唯ぶ らっ くのである。」

(1935、4巻19頁)。 このよ うに、人々は町内やその近所の街頭に皆出て夕方の時間をす

ごしたため、近隣の人々の交際は盛んであった。

 そのため、明治の東京の町内社会は明確な輪郭をもった地域社会 を成 して いた。 「明治 ・

東京の代表的市民は下町の商人 と職人とであった。 ・・その第一[の 特徴]が 地元性、従っ

てモビリティの無い世界、所謂r町 内』社会が考え られる。第二は伝統性であって、rし

きた り』 rき まり』が頗 る有力な決定権を持 って いた。第三には、か くの如 くして 当時の

所謂商人道が成立 していた。第四には山の手 と下町 とははっき りした社会的身分的相違 を

示していた」 (1953、7巻9頁)。 それゆえに、当時 は 「社会生活の単位は町内集団であっ

た。 ・・それ丈けに ・・町内の眼は光った。 ・・寺社の祭礼は正 に町内の祭典であった。

全町内あげての全体娯楽であって ・・娯楽の少ないその時代はお祭 りは勿論、寺や神社の

縁 日、夜店にあつ まった」 (1958、8巻49-50頁)。

 こうした町内の狭い生活世界とは別に、東京には盛 り場が成立 して いた。 「此の頃、本

郷の様な山の手の居住者は、銀座迄はそう度々出掛けなかった らしい。年に何度 と云う位」

(1935、4巻19頁)出 かけるにすぎなかった。当時の盛 り場は近代的な場所 と伝統的な場

所に分化 していた。 「『銀座』は西洋臭い所で、少年時代の筆者 には銀座はク リスマス ・

デ コレイションと結びつけて懐かしい記憶がある …  [これに対 して]浅 草は全然別の

天地であった。元旦や酉の市 に家人に連れ られて行 った り、寺詣の帰途 に立ち寄 って食事

や玩具 を買 って貰うのが頗る楽 しみな土地である」 (1939b、 巻巻72頁)。

3 青年期以降の東京の生活経験

 奥井の都市論は、大都市論に限定されている。 『現代大都市論』のなかで、 「現代 に於

いて都市 とは何 を指すか。云 う迄もなく、資本主義社会 と云 う大社会生活の中心機能 を蔵

するものとして観察せ らる可き都市、所謂大都市 に外な らない。人口数上 に仮定標準 を設

けるな らば之れ を百万単位 を以てす可き都市に外な らぬ」 (1940、5巻728頁)と 述べて

いる。 「百万単位を以てす可き都市」とは、大都市を語るときの奥井の決 まり文句であっ

た。

 奥井が都市論を構想 してゆく現実の背景を振 り返ってみると、 まず第一 に、明治後半期

以降の東京大都市の膨張が あった。その行政的表現が、15区 か ら郊外 区20区 を合わせた

「大東京」の形成であった。次 に、こうした 「大東京の成立」にともなって、東京の各地

区は急速な変化 をとげてゆ く。それは奥井の議論 によれば、 「明治の町内」の解体 と、

「ビジネス ・東京」の出現であった。それは、奥井 自身が慣れ親しんできた東京の 「地元」

社会の消滅過程でもあった。 しか し、第二にそれは、都市全体の図体 だけが大 きくな りな

が ら、都市を支える骨格である都市の生活理念、市民の自覚、地方行政や政治が未成熟で
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あった時代で もある。第三には、東京の発展は都市の外延的な発展、すなわち、急速 に進

む郊外化をもた らした。

 急速な大都市の発展は当然のことなが ら、さまざまな都市問題の発生をともなっていた。

大都市問題の山積は、単なる精神論的な対応ではすまなかった。明治末か らの社会政策的

な対応、1920年 の都市計画法の施行、戦時体 制に移行するなかでの国土計画が立案 され

ていった。奥井の都市論は、 こうした現実的要請を背景に構想 されたものであった。最後

に、 これは都市 には限 らないが、この時代は大 きな時代的な転換であった。特 に、奥井が

社会政策を論 じ始めた時代の大正デモクラシーか ら急速な軍国主義化へ、さらに、戦後の

「民主化」への転換があった。こうした都市 ・東京 の変動 を体験 しなが ら、奥井の都市研

究は進められた。

4 東京の生活経験 と ドイツ中世都市

 第二の契機は、1924年 ～27年 の2年 半の留学中に体験 した ドイツ中世都市である。その

ことは、奥井 自身が折 に触れて紹介 している。 「独逸滞在中は、都市研究 に関する限 り独

逸中世都市の魅力に圧倒された。 ・・ただ中世都市 といっても私の興味の中心 となったの

はその形体であ り建築であり且つ設計であった。 ・・中世都市は本当に素晴 らしかった。

廻 らされた城壁 と城門、その裡 にぎっしり建て こまれた家屋、中央に聲える教会 とその尖

塔、ラー ト ・ハ ウス、その全面 にひろがるプラッツ、等は、それ らいちいちの建築につい

ででなく、コンパク トな集団生活の形体 として、 これ あるかなの感 じを十分与えてくれた。

ここにコミュニティーがあるという啓示であった。 ・・今 日なお、これが ・・私の綜合観

の基底 になっている事 も否めぬことである」 (1959、7巻5頁)。

 以上で明 らかとなったよ うに、奥井にとって リアルな都市の世界は二つあった。一方に

は生活経験が染み込んだ明治の東京、他方には ドイッ留学時代の中世都市。た しかに、 こ

の二つの都市世界は、性格的にはまった く異なる。市民を中心 とした都市 自治の伝統が、

空間的に統一を持って表現されている ドイツ中世都市 に対 して、 日本の東京は 「東京人」

が未成熟のまま、都市の自治 もなく、都市空間も江戸か ら西欧近代 までの雑多な シンボル

に満ちあふれ、混乱 していた。

 しか し、この二つの都市が 「奥井にとって リアル」だったのは、実際に自分自身がそ こ

で暮 らし、あるいは体験 したということだけではな く、 この二つの世界が共通 して 「都市

の形や生活理念の点において、安定的な形や理念を持 っていた」ためである。だが、 こう

した都市像の出発点 を持ちなが ら、それ以降、奥井はついに、こうした安定 した都市を眼

前にはできなかった。奥井が眼にしてきたのは、つね に変化 してやまない都市 と都市の暮

らしであ り、都市の変化に十分対応できない都市生活者の姿であった。

5 変動する都市 とシカゴ学派
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 奥井 自身が眼前に した都市の変化 と混乱を捉える視角 を提供 してくれたのが、アメリカ
のシカゴ都市社会学であった。 シカゴ学派との研究 との出会いを奥井は次のよ うに述べて

いる。1925年 頃、 「都市本質論 ともいうべき ものの探求に苦心 して、私 の所謂、中心機

能の地域的結集 という事を考え出 し、 ここに現代大都市への探求を一段 と進めさせる事に

な り、他面シカゴ学派の影響は、専 ら社会調査法に私を向かわ しめると共にヒューマ ン ・

エコロジーは形体的社会論 として私 を捉え、遂にそれか ら脱する事の出来ない破 目に追い

込まれた。昭和十年代はそ うした仕事に夢中になっていた。か くて出来上がったのが昭和

十六年の 『現代大都市論』であった」 (1959、7巻6頁)。

 シカゴ学派の影響 を受 けなが ら、都市の現実 を解明するため、 さまざまな実態調査が実
施 されていった。大学卒業生名簿な どを利用 した調査、電話 ・郵便 ・デパー トの配達区域

な どを利用 した大都市圏域調査、工場要覧 ・工場名簿 による産業立地調査、警察署の戸 口

調査資料 による三 田地域社会調査、三田の学生の意識調査や学生の行動調査、鎌倉での地

域住民への配票 ・自計式調査、東京の商店街研究調査などである。

6 都市への関心の交点 と都市像

 奥井は、自身の都市のイメージを内に秘めなが ら、都市論を展開 していった。最後 に、
東京生活体験、 ドイツ中世都市、シカゴ学派の都市社会学 という複数の出発点が、最終的
にどういった都市像を結んだのかを検討する。 この都市像の結実を、都市研究の収敏 した

点 と理想の都市像 という二つの面か ら考えていく。

 奥井は、戦後の都市生活論のなかで 「生活信条」 「生活理念」 という形で、生活 を自律
的な、あるいは主体的 に生活の内側か ら作 り上げてゆく価値 に注 目した。生活理念や信条
に、奥井の都市研究が収敏 していった。 「生活基盤一生活体制一生活信条という構造 …

人々の生活 にはそれぞれ生活信条というものがある。 ・・善悪可否の価値判断である
。生

活体制 とは人々の生活の仕組みであり生活の形態 とも考え られる。 しか しそうした生活は

その時代その処に於いて全体の社会的組織の上に成 り立っているのである。その組織 に当

たるものが生活のよって立つ基盤であるが故に生活基盤 と呼ばれる。 これ らの関係は一種
の三位一体である」 (1958、8巻48頁)。

 生活理念への収敏 は、都市の生活理念 を結晶化できない、近代 日本都市の生活のありよ
うの 「逆さの像」であった。奥井 は、戦後の都市生活者 を 「拠 りどころのない」市民 と捉

えている。 「大都市社会 はそれ 自体 としては一方では人間解放にいちじるしい貢献 をして

いる。 ・・[し か し]解 放 されは したが、まだ新 しい倫理性を内に醇化 しえぬ市民は自分

を しっか りとつ な ぎ止 め て くれ る拠 りど ころ のな い もの とな って しま う」 (1961
、7巻

8-9頁)。

 奥井の都市論の交点は、生活理念 を基礎 とする都市の理想像 としても収敏 した。生活理
念が安定的に確立 し、しか も、個 人の 「小世界」である生活世界 と社会全体の 「大世界」

37



三 田社 会学 第3号(1998)

が融合 した都市を理想 として描いた。すなわち、 「吾々が満足 し得る都市の形態 とは、恐

らく自己の生活身辺には円満なる空気 につつまれた小世界を持ち乍 ら、気宇 ・識見並びに

製作に於いては最高の人間力 ・文化を、最高の道徳 と精神とを、表現せ しめる事が出来 る

ものでなければな らぬ。此の為めには、大都市の素朴な解消 を理想 とすべ きでな く、個人

道徳(小 世界)が 社会道徳(大 世界)に 融合 し得 る教養 と文化 と創造 とを具有 した景観的

表現を、現代都市に与えね ばならぬ」 (1939a、6巻186頁)と いう。

 このように、奥井復太郎は、3つ の都市の世界か ら出発 し、最後 に、都市生活理念へ と

収敏 していったのである。
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